
４年１組 道徳学習指導案 
 

                                   場 所 ４年１組 教室    

                                   授業者  

１ 主題名   本当の思いやり 
２ 内容項目  Ｂ 親切、思いやり   
３ 資料名   「せきが空いているのに」＜出典：光文書院＞ 
４ 主題構成表 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 他の教育活動との関連 

 

 

 

■内容項目  

Ｂ 親切、思いやり 

 相手のことを思いやり、進んで親切

にすること。 

■内容項目から見た児童の実態 

（意識） 

・多くの児童が思いやりの心をもち、相

手のために行動することの大切さを

理解している。しかし、親切にしたい

と思っていても相手によっては行動

に移すことができないこともある。

相手に何かをしてあげるという行為

こそに価値を感じており、自分の内

面にも思いやりの心があることに自

信をもてていない。 

（要因） 

・仲の良い友だちや自分より弱い立場

の人に対する行為は、感謝こそされ

ても拒絶されることはまずないとい

う安心感がある。しかし、よく知らな

い相手や自分より強い立場の人に

は、自分の行為が相手の機嫌を損ね

るのではないかという不安がある。

このような、相手を気遣いつつもそ

れよりも自分の気持ちを優先してし

まう気持ちから、誰に対しても進ん

で親切にすることに弱さがあると考

えられる。 

■ねらい 

ぼくが嬉しくなった理由とぼくの行為のよさについて考えることで、相手の気持ちを考え、自分にでき

ることをすることでお互いが明るい気持ちになることに気付き、だれに対しても思いやりの心をもって接

しようとする心情を育てる。 

 ■展開の構想 

・日常生活において、相手によって接し方を変えることがあ

るということをつかませる。 

・困っている人を助けたいという主人公の気持ちに共感する。 

・自分と相手の願いには違いがあったことに気付く。 

・思いやりとは、相手の気持ちを考え、自分にできることを考

えて接することであるという価値把握をする。 

・これまでの生活を振り返り、相手の気持ちを考え、誰に対し

ても思いやりの心をもって自分にできることをしようとす

る気持ちを高める。 

■基本発問（◎中心発問） 

〇杖を持っているおじさんを見て、「ぼく」は
どんな気持ちになったのだろう。 

◎おじさんは席に座らなかったのに、「ぼく」
が何だかとてもうれしくなったのはどうし
てだろう。 

○相手の気持ちを考え、自分にできることを
しようとしているか振り返りましょう。 

■教材の分析 

・おじさんのことが気になって仕

方がない「ぼく」の気持ちに浸

らせ、相手のために自分ができ

ることをしたいと考える優し

さと、拒絶されて傷つきたくな

いという２つの思いに共感さ

せたい。 

 

・おじさんが席に座らなかったの

に「ぼく」がうれしくなったの

は、おじさんにとって何がよい

かを理解し、おじさんの思いを

受け入れることができたから

だと考えることを通して、相手

の気持ちを考えて、ときにも温

かく見守ることも思いやりの

形であることに気付かせたい。 

 

・また、直接おじさんに働きかけ

たのはお父さんだが、そのきっ

かけを作った「ぼく」の行為の

素晴らしさをとらえることで、

自分にできることをしようと

することの価値について実感

させたい。 

【学級活動】 

思いやり宣言 

【ファミリー】 

大縄跳びの取組 

【道徳科】（本時） 

「せきが空いている
のに」 

【ひびきあい活動】 

困っている仲間がいたら、相手の
気持ちをよく考えて自分にできる
ことをする。 

■価値の分析 

・思いやりとは、困ったり、悲しんだりし

ている相手の気持ちや立場を自分のこ

とのように受け止める心である。そし

て、自分の経験から相手の気持ちを推

し量り、親身になって考えようとする

態度から、親切な行為が生まれる。 

・子どもたちは困っている人に親切にし

たいという気持ちをもっている。しか

し、自分本位に何かをして喜ばれたい

というのは、親切でなくおせっかいで

あり、親切には相手のことを考える心

が不可欠であることも理解している。 

・また、困っているときでも「何もしてく

れなくてもよいときがある」というこ

とも実感しており、そうした自分の経

験からも、他者に働きかけることをた

めらうこともある。 

・しかし、困っている人に対して手を差

し伸べるばかりではなく、相手の気持

ちを慮って時には温かく見守るのも、

思いやりの心に基づいた行為である。

そして、そうした気持ちは必ず相手に

伝わり、互いの心を明るくするもので

ある。 

・４年生ともなると多様な立場の人との

関わりが増えてくる。相手の気持ちを

考え、誰に対しても思いやりの心をも

って自分にできることをしようとする

心情を育てていくことが重要である。 



６ 本時の展開 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導

入 

１．事前アンケートの結果を提示し、価値への方向付けをする。 

・大縄になかなか入れない下級生がいる。どうしますか。 

・大縄になかなか入れない上級生がいる。どうしますか。 

・ひびきあい週間と関連させる形で、「思いやり」

について考えていく方向付けをする。 

・日常生活の思いやりが必要な場面において、相手

によって接し方を変えることがあるということ

を、アンケートの結果からつかませる。 
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２．「せきが空いているのに」を範読する。 

〇杖を持っているおじさんを見て、「ぼく」はどんな気持ちになったの

だろう。 

・おじさんが転んでけがなどしないかな。心配だ。 

・助けてあげたい。ぼくが何かしてあげたい。 

・座らせてあげたいけれど、何て言えばいいんだろう。 

・せっかく声をかけても、もし断られたらぼくは嫌だなあ。 

◎おじさんは席に座らなかったのに、「ぼく」が何だかとてもうれしく

なったのはどうしてだろう。 

・おじさんが、ぼくが嫌な気持ちになるような断り方をしないでにこ

にこしてくれたから。 

・自分の力で何でもしたいとがんばっているおじさんの気持ちが分か

ったから。 

・おじさんがうれしいならぼくもその方がいいと思ったから。 

 

 

 

３．価値把握をもとに、自分の生活を振り返る。 

○相手の気持ちを考え、自分にできることをしようとしているか振り

返りましょう。 

・大縄の時、入れない子を押して、跳べるようにしてあげたいと思っ

ていました。でも、今日、相手によっては押してほしくないのかも

知れないから、そんなときはまず聞いて、場合によっては見守るこ

とも思いやりだと分かりました。 

・大縄の時、入れない子に何かしてあげたいけれど、何かして嫌がら

れたら今度は自分が嫌な気持ちになるのでそのままにしてしまって

いました。でも、相手のことを考えて、自分にできることができた

らもっと明るい気持ちになれるかもしれないと思いました。 

・白杖について説明する。 

・主語を明確にした発言をさせ、誰の気持ちなのか

を整理しながら話し合いを進める。 

・困っているおじさんのために何かしてあげたい

という気持ちと、断られて傷つきたくないとい

う気持ちの両方に共感できるようにする。 

 

・見守るというのも、相手の気持ちを考えていれば

思いやりの心に基づく行為の一つの形であるこ

とに気付かせる。 

深めの発問 

 

 

 

・お父さんに相談したおかげで、おじさんの本当に

してほしいことがぼくにも分かったから。 

・直接ではないけれど、心配する気持ちをおじさん

に伝えることができてすっきりしたから。 

・「ぼく」の行為のよさについて考えることで、自

分にできることをしようとすることの大切さに

気付かせる。 

 

・事前アンケートの質問場面と振り返りの話型を

提示し、その時の行為と気持ちの両方に触れな

がら具体的に振り返りができるようにする。 

終

末 

４．教師の説話を聞く。 

・「すてき見付けカード」から、思いやりの心をもって仲間に接してい

る児童の姿を紹介する。 

・相手の気持ちを受け入れ、思いやりの心をもって

自分にできることをしている児童の姿を紹介

し、自己肯定感を高めるとともに、実践への意欲

を高める。 

 

思いやりとは何か考えよう。 

○おじさんに声をかけたのはお父さんなのに、

「ぼく」が何だかとてもうれしくなったのは

なぜだろう。 

思いやりとは、相手の気持ちを考えて、自分にできることをする

ことで、思いやりは、おたがいの心を明るくする。 


